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イベント概要 

 

[企業名]  ラクオリア創薬株式会社 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2020 年 12 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2020 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2020 年 8 月 19 日 

 

[ページ数]  30 

  

[時間]   10:00 – 10:48 

（合計：48 分、登壇：35 分、質疑応答：13 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 3 階 

第 3 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  20 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  谷 直樹 （以下、谷） 

取締役    河田 喜一郎 （以下、河田） 
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登壇 

 

司会：定刻となりましたので、ただ今から、ラクオリア創薬株式会社様の IR ミーティングを開催

いたします。 

まず最初に、会社からお迎えしております、お 2 人の方をご紹介申し上げます。代表取締役社長、

谷直樹様です。 

谷：よろしくお願いします。 

司会：取締役 CFO の河田喜一郎様です。 

河田：よろしくお願いいたします。 

司会：本日は谷社長様からご説明いただくこととなっておりますけれども、ご説明が終わりました

ら質疑応答の時間を設けていただきます。 

それでは谷社長様、よろしくお願いいたします。 

谷：改めまして、谷でございます。皆様、いろんな状況の中おいでいただきまして、ありがとうご

ざいます。 

では早速でございますけれども、ラクオリア創薬株式会社の 2020 年 12 月期、第 13 期になります

が、それの第 2 四半期の決算説明会を行わせていただきます。 

本日のプレゼンテーションの内容といたしましては、まず 2020 年度上半期の業績の概要、それか

ら通期業績予想の修正。それから 2020 年度から 2022 年度中期経営計画の一部修正。それから

2020 年度下半期以降の想定ということで、ここに書きましたような六つのトピックについてご説

明させていただきます。 

さらに最後に、そのほかといたしまして、主なプログラムの状況をはじめ、いくつかの事項につき

ましてご説明申し上げたいと思います。 
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まず、2020 年度上半期業績でございますけれども、事業収益が 3 億 7,200 万円、それから事業費

用が 7 億 7,600 万円ということで、営業損失が 4 億 300 万円。経常利益が 4 億 200 万円、当期利

益が 4 億 5,900 万円という結果となりました。増減率でいいますと、事業収益につきましては昨年

同期に比較いたしまして、31.7%の減少ということになっております。 

2020 年度の通期でございますけれども、期初予想は 21 億 2,900 万円の事業収益を想定しておりま

したが、新たに下方修正をいたしまして、2020 年度の修正予想は 15 億 7,900 万円、当期の期初予

想から 25.8%の減少ということになっております。 

また事業費用につきましては、20 億 5,900 万円の期初予想から 10.6%の減少で、18 億 4,000 万円

ということで、当期修正予想の営業利益といたしましては 2 億 6,000 万円の損失。経常利益につき

ましては 2 億 5,600 万円の損失。純損失といたしましては 3 億 3,300 万円の損失と、そういう結果

を今回、発表しております。 
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残念ながら下期業績を下方に修正することになったわけでございますけれども、主な要因といたし

ましては、現在、一番問題となっております新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、特に

われわれが発売といいますか、ライセンシーを通じて発売しております発売品目の物流・製品供給

に一時的な影響が出たこと。 

さらに、在庫調整が行われたこと。それから導出等の事業開発活動で支障が生じたこと。これらの

要因によって、事業収益が減少しております。 

主なわれわれが上市しております 3 品目について、それぞれの状況でございます。 

まず、ペット用医薬品の、痛みの治療剤である GALLIPRANT につきましては、特に米国におきま

して在庫圧縮等が第 1 四半期に影響を受けました。第 2 四半期は回復基調にありますけれども、上

半期全体といたしましては売上は伸び悩んでおります。 

一方、欧州等をはじめとする米国以外の地域におきましては、堅調に推移いたしました。 
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ENTYCE、犬の食欲増進剤ですね。これにつきましては米国だけで発売しておりますけれども、こ

れも同様にコロナウイルスの影響によりまして、在庫圧縮等が特に第 1 四半期に影響を与えまし

た。第 2 四半期におきましては回復基調になっております。 

韓国の tegoprazan、韓国における商品名 K-CAB でございますけれども、逆流性食道炎の治療剤。

これは院外処方は非常に伸びましたけれども、特に上半期の前半におきまして、一時的な物流混

乱。韓国は特に 1 月以降、この新型コロナウイルスの影響を 1 月、2 月と非常に大きな影響を受け

たわけですけれども、一時的な物流混乱、在庫調整が影響いたしまして、若干伸び悩んでいると、

そういう状況でございます。 

 

2020 年度通期業績予想の修正に伴いまして、2020 年度から 2022 年度、中期経営計画の一部修正

を行っております。 

中期経営計画につきましては、この新型コロナウイルス、COVID-19 の影響を踏まえて、販売ロイ

ヤルティ収入を下方修正しております。2020 年度上半期のペット用医薬品の売上の伸び悩み、こ

れを踏まえて 3 カ年計画に反映しております。 
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そのほかにつきましては、導出済みプログラムの開発については、これはまた後でも述べますけれ

ども、概ね計画どおりに進捗するものとして、中期経営計画を組み立てております。 

また事業費用につきましても、事業原価につきまして、これは販売ロイヤルティ収入の修正に伴う

支払ロイヤルティの減少ということで、期初予想から若干の減額をしております。 

 

結果といたしまして、新しい計画、今年の 12 月期については先ほど申し上げたとおりなんですけ

れども、2021 年の 12 月期、それから 2022 年の 12 月期については、それぞれ若干の下方修正を

行っております。 

ただ、2021 年、2022 年につきましては営業利益、それから経常利益とも、ここでいいますと 2 億

5,000 万円、2 億 4,400 万円という数字を、若干減りましたけれども、いわゆる黒字という業績予

想になっております。 
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したがいまして、以前から申し上げておりますけれども、いわゆる不安定な一時金収入に頼ること

なく、既存販売品のロイヤルティ収入による事業安定化フェーズへの移行は着々と進展している

と、この中期経営計画におきましても、そういう業績の予想を立てております。 

一時的に 2020 年度は若干は下回りますけれども、その後 2021 年、2022 年と順調に売上は伸びて

いくと、そういう見込み、予想を立てております。 

続きまして、2020 年度下半期以降の想定でございます。 

ペット用医薬品、それからヒト用医薬品、それから研究開発動向、tegoprazan のグローバル開

発。それからイオンチャネル創薬、タミバロテンと、このわれわれが行っております活動を六つに

分けまして、そのそれぞれについてご説明を申し上げます。 
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まずペット用医薬品。われわれのペット用医薬品で非常に大きな売上を、大きな比率を示しており

ます、犬向けの痛み・炎症治療剤ですね。この GALLIPRANT でございますけれども、7 月にエラ

ンコ社、これが投資家向けのウェブキャストを使って発言しております。 

それによりますと、ちょっと細かいといいますか小さい字になっているんですけれども、コンパニ

オンアニマルの分野においては、これは V 字回復を果たすつもりであると。それでコンパニオン

アニマルは回復していて、3 月と 4 月に見られた影響からは回復したものと確信していると、エラ

ンコの CEO、ジェフリー・シモンズは述べております。 

われわれも今回の GALLIPRANT の売上の若干の停滞は、これは一時的なものと考えておりまし

て。今後それを埋めるような順調な回復が、米国、それからあと米国以外の欧州、あるいはそのほ

かの国でございますね。日本でも 4 月に承認されておりますけれども、そういうところでの売上が

今後、下半期以降さらに 2020 年以降、2021 年以降、順調に回復あるいは伸びてくると予想して

おります。 
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それから GALLIPRANT と並びます、もう一つのわれわれにとっての非常に大きな柱でございま

す、tegoprazan ですね。胃食道逆流性の治療剤。韓国での商品名が K-CAB でございますけれど

も、これは K-CAB の、UBIST というところから韓国における院外処方のデータ、これを示してい

るものでございますけれども、非常に順調に伸びていると。 

上半期の最終月であります 6 月は、60 億ウォンですから大体日本円にして 6 億円を切るぐらいに

なるかと思うんですけれども。非常に月を追うごとに順調に伸びている。院外処方の UBIST のデ

ータによりますと、この領域の薬剤ではいわゆるネキシウムを抜いてトップになったと分析されて

おりまして、非常に韓国での売上は順調に伸びていると。 

当然、この下半期におきましてもこの勢いは持続して、若干先ほども述べましたように、この辺り

でコロナの影響によりまして、一時的に在庫調整等が行われまして。われわれのほうへのロイヤル

ティの収入は若干伸び悩む状況になったんですけれども、その辺りももうほぼ終わっていると。 

これはかつての CJ ヘルスケアですけれども、今は HK イノエンという新しい名前の会社に変わっ

てますが、経営主体とか営業主体は変わっていないんですけれども。そこからは下期以降、順調に
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伸びていくと。今期、通期通じて見るならば、非常に期待どおり、もしくは期待以上の数字ができ

るんじゃないかという情報を HK イノエンのほうからは得ておりますので。 

引き続き、非常に韓国におけるこの K-CAB、tegoprazan の売上は順調であって、今後も順調に伸

びていくと。そういうふうに、われわれとしても考えております。 

 

研究開発動向につきましては、ここでハイライト的なところを述べさせていただいております。 

特に後でも述べますけれども、ほぼ HK イノエンに、いわゆる第三世界、それから昨年の秋に欧米

について、彼らが開発を行うというライセンス契約を結んでおりまして。残りが日本ということ

で、これも基本的な方向としては HK イノエンとラクオリア創薬が共同して、日本での開発を進め

ていこうということについての、ここにトップが出ておりますけれども、CEO のカン社長ですけ

れども、基本的な合意はできております。 

ただ、それを具体的にどう具体化していくのか。日本での開発協力について、HK イノエンがどう

いう役割を担って、またラクオリア創薬はどういう役割を担って、日本での開発を進めていくのか

ということについては、まだまだいろんな細かい条件の詰めですとか、協議が必要でございます。

現在、引き続き協議を行っているということです。 
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現在、コロナの影響でソウルと名古屋との間は、人と人との往来は実質的にできない状況になって

いるんですけれども、ウェブ会議等を活用いたしまして、今年の秋にはこの開発の具体的な協力の

あり方について、なんらかのめどといいますか、合意を成立させたいと考えております。 

それから創薬研究部門につきましては、本日もまいっておりますけれども、取締役常務執行役員の

渡邉のほうから、こういうメッセージが出ております。 

導出済みプログラムについては、導出先において順調に開発が進んでいる。それから共同研究プロ

グラムについても、順調に創薬研究が進捗している。自社プログラム、イオンチャネル創薬につい

ては前臨床、あるいは前臨床よりさらに初期の段階、アーリーな段階にあるんですけれども、企業

等から共同研究/導入の引合いが活発にあるということで。 

われわれの最もコアとしておりまして、強みとしておりますイオンチャネル創薬についても、非常

に研究、および導出先における開発は順調に進んでいるというのが、渡邉のほうからのメッセージ

でございます。 

そういう全体的な話を踏まえまして、さらに個々の状況ということになります。 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

12 
 

まず特に米国、HK イノエン社のほうから FDA に IND を提出いたしました。既にわれわれのほう

で米国での臨床試験を実施しているんですけれども、これを踏まえまして、さらに現在の新しい製

剤を用います。 

当時われわれは溶液状態、原末を投与するかたちでフェーズ 1 試験をやったんですけれども、その

後、製剤を使った臨床試験をやるということで、改めて IND を HK イノエンのほうから提出し

て、試験実施の許諾を取得していると。それでほぼ現在、日本以外の全てのテリトリーについて、

HK イノエン社に供与しておりまして。この辺りの具体的な各地域別の状況は、また後で詳しく述

べます。 

具体的には中国と、それから東南アジア、中南米で具体的なライセンス先が、提携先が決定いたし

まして。それぞれ開発なり発売の準備が進められている状況ですけれども、それ以外の国々につき

ましても HK イノエンのほうから活発なライセンス活動が展開されております。 

 

それをチャートで示した図ですけれども、米国では今年からフェーズ 1 を開始して。大体フェーズ

1 で差別化のためのいろんな試験をやりますので、若干期間が延びたかたちになっております。大
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体 2021 年、2022 年ぐらいをかけて、フェーズ 1 試験をやって、その後フェーズ 2 試験に移行し

ていくと。 

もちろんこれは現在の計画でして、状況によって、またこの計画そのものは変わってくるかと思い

ますけれども。現在の状況としては、いくつかのいろんな基礎的な試験をこのフェーズ 1 でやると

いうことで、若干ほかの開発品目に比べますとフェーズ 1 が長めという設定になっております。 

それから中国のほうは、上海に本拠を持ちます民族系の医薬品メーカー、Luoxin にライセンス、

HK イノエン、当時の CJ ヘルスケアですけれども、そこからライセンスしておりまして。 

いろんな、なかなか中国ですからあまり情報はオープンじゃないんですけれども、ほぼフェーズ 3

は完了したということで。今年中にほぼ、われわれの見込みとしては今年から来年の初めにかけ

て、中国当局に承認申請が行われると考えております。 

もちろん中国も当然コロナの影響が非常にあるんですけれども、2021 年ぐらいには承認が取得さ

れるのではないか。2022 年ぐらいから中国で本格的な販売が始まると見込んでおり、期待してお

ります。 

それからベトナム、インドネシア、タイ。この辺りでございますけれども、ベトナムが一番早く

て、来年の終わりから再来年の初めぐらいですかね。このぐらいにマーケットに出ていくと。 

それから一番大きなのは、この中ではインドネシアなんですけれども、マーケットの規模として

は。これも CJ、HK イノエンのほうの当然協議の結果として、彼らの承認といいますか、了承を得

た上でのチャートなんですけれども。大体 2022 年の中頃ぐらいに、この辺り、インドネシア、タ

イ。それからメキシコ、中南米。ここは Carnot ですね、ブラジル以外の中南米全て、ライセンス

しておりますけれども。 

HK イノエンから、これも大体ほぼ同じ時期ぐらいに。各国の色んな規制の状況によりまして、こ

れはまた各国の状況によるんでしょうけれども、一部臨床試験を実施したり、あるいは書類だけで

というところもあるかと思うので。大体 2022 年ぐらいにこのような、いわゆる第三世界といいま

すか、中国を含むそういうマーケットで、この tegoprazan が導出されていくと。これからの当然

ロイヤルティ収入といいますか、そういうものがわれわれのほうに、業績に寄与してくると。そう

いうふうに考えております。 
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それから、先ほど渡邉のほうからのメッセージにもありましたとおり、いずれも現在、イオンチャ

ネル創薬につきましては、EA ファーマ、それからマルホ、旭化成ファーマ、あすか製薬と、4 社

に導出もしくは共同研究を行っております。 

EA ファーマ、マルホ、旭化成ファーマ、それぞれ共同研究等を経まして、現在はこの EA ファー

マ、マルホ、旭化成ファーマ、それぞれにおいて開発が進められている状況で。現在のところ、わ

れわれの受けております説明では、いずれも順調に開発が進んでいると。 

ただ、こういう医薬品業界の常識といたしまして、どういう適応症、どういうことになっていて、

どういうフェーズにあるかということは、コンフィデンシャル条項ということで。あまり社外には

しゃべらないのが医薬品業界のルールになっておりますので、あまり詳しい状況は申し上げられま

せん。 

ただ旭化成ファーマの P2X7 受容体拮抗薬、これはもう少し細かく発表しておりまして。彼らのコ

ードナンバー、それからいわゆる神経性障害、それを適応症にして開発しているのだということが

現在、鋭意開発が進められておると。いずれも順調に現在、進んでおります。 
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それから、あすか製薬との間では、これも特定のイオンチャネルということで、これもどういうも

のかは当然申し上げられないんですけれども。この共同研究も順調に進行しているということで、

4 社との間で特定のイオンチャネルをターゲットとした共同研究、イオンチャネル創薬にかかわる

開発はいずれも順調に進行している状況になっております。 

 

それから子会社のテムリックが権利を持っております、タミバロテンですね。これは急性白血病の

治療剤。非常にある意味では古い薬で、既に APL という適応症で日本では 10 年以上前から東光薬

品が承認を取得して、それが日本新薬を通じて販売されている状況なんですけれども。 

これが改めて新しい適応症。新しいといっても同じ急性白血病の分野ですけれども、通称 AML の

分野で、アメリカのボストンにありますベンチャー会社であります、Syros Pharmaceuticals が、

この AML での開発を進めております。 

現在、5-アザシチジン、これと併用したフェーズ 2 の臨床試験を進めておりまして。昨年の 10 月

に欧州で一部フェーズ 2 のデータを公表しておりましたけれども、非常に今後の患者さんにとって

の治癒といいますか、効果が予想されるような結果であります。 
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引き続きデータを集めておりまして、Syros のいろんなカンファレンスを聞いておりますと、今年

の四半期。通常、がん関係の大きな学会は大体ボストンで、ASH という学会が開かれて、ここが

一番のメインになっているんですけれども。どこで発表されるか、もちろんそれはまだ決めていな

いというか、公表はされていないんですけれども、この 2020 年の四半期にデータが公表される予

定ということで。 

今までのところ、このテムリックからライセンスいたしましたタミバロテンの Syros による米国の

開発は、非常に順調に進んでいると。 

そのほかについてはそれぞれ準備中、もしくは現在申請中という段階です。 

われわれとしても一番注目しておりますのは、この Syros による AML の開発ですね。これが当

然、米国は非常にマーケットが大きいわけですから、これがどのように進捗していくかということ

は、非常に大きな関心を持って見ております。特に今年の、おそらく 11 月か 12 月に学会で発表

されるであろうデータ、これについては非常にわれわれも関心を持って待っているところです。 
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それを改めて表にいたしますと、ここら辺のところもまだ Syros がきちんと計画を立てているわけ

じゃないんですけれども、大体この種の血液がんの薬の標準的な開発期間を当てはめますと、

2023 年ぐらいに承認申請が、2024 年ぐらいに承認取得というところになるのではないかと。 

それから大原薬品のほうの神経芽腫につきましては、また引き続き、これは非常にオーファンな病

気ですけれども、開発は今のところ患者の症例を取得する段階です。 

それから APL、これは東光薬品が中国での代理機関を使って、承認申請しているんですけれど

も。これは現在、当局との間でやり取りが続いていると聞いております。遅くともといいますか、

見込みでは 2020 年ぐらいに APL の承認が取得されるのではないかと。このタミバロテンについて

はそう考えております。 

いずれにいたしましても、タミバロテンにつきましては大きなマーケットである米国におきまし

て、開発が非常に順調に進んでいるのが、われわれにとっても非常に大きな期待ということになっ

ております。 

続きましてそのほかということで、最後に主なプログラムの状況、それから特許関連のニュース、

産学官連携、さらにラクオリア イノベーションズの状況につきまして、簡単にご説明申し上げま

す。 
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これが状況でございますけれども、ジプラシドンにつきましては引き続き Meiji Seika ファルマに

おいて、今後の開発の進め方について検討が進められているというところです。 

それから tegoprazan については先ほどご説明申し上げましたとおり。 

それから、AskAt に導出しております RQ-00000007、これはもともと動物薬のほうになって

GALLIPRANT になっているんですけれども、がん、疼痛の分野につきまして中国、米国で現在フ

ェーズ 1 を進めているという状況です。 

AskAt に導出いたしました COX-2 阻害薬につきましても、同じような状況ということで。初期臨

床試験が進められている状況です。 
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それから日本につきましては準備中と。そのほかわれわれの開発のパイプラインとしては、RQ-

00000010、それから 5-HT2B の拮抗薬の RQ-00310941、いずれもフェーズ 1 は終了しておりま

す。 

それからモチリンの作動薬の RQ-00201894、これにつきましても現在、前臨床試験終了というこ

とです。 

それからグレリン受容体作動薬 RQ-00433412、われわれの間では 412 と略称しておりますけれど

も。これにつきましても現在、特にこれはもともと食欲不振と、がんに伴う悪液質の改善というこ

となんですが。それ以外にも脊髄損傷に伴う便秘に効果があるんじゃないかという、動物試験の結

果が得られておりまして。現在、こういう適応症の可能性も含めまして、積極的な導出活動、アラ

イアンス活動を進めていると。それに TRPM8 遮断薬、これにつきましても同様でございます。 

これらのパイプラインの化合物につきましては、引き続き、なかなかコロナで直接的な導出交渉は

難しいんですけれども、オンラインによりますいろんなプレゼンテーションを通じまして、導出活

動を積極的に展開すべく、いろんな活動を行っている状況です。 
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それから特許関連ニュースといたしましては、この上半期の間に合計 6 件の特許のニュースを出し

ております。 

いずれも物質特許、もしくは用途特許ということで、それぞれわれわれの特許基盤を拡大している

ということになります。 
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引き続き、特許につきましては順調に伸びておりまして、現在われわれの有する物質特許は 62、

それから用途特許は 19、そのほかは 11 というところで。このグラフを見ていただきましたら分か

りますように、非常に順調に特許の出願件数も伸びているということでございます。 
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それから最後のほうになりますけれども、われわれご存知のとおり、名古屋大学に研究拠点を持っ

ておりまして。引き続き、いわゆる産学官連携、産学連携については活発に進めております。 

特に最近では、もちろん名古屋大学の先生方との交流を深めることは、引き続き行っているんです

けれども。それ以外に、特に名古屋大学そのものが非常に東海地方での連携を強めるということ

で、岐阜大学と新たに一つの大学をつくられるというかたちで、名古屋大学が動いておられますけ

れども。 

われわれも岐阜薬科大学との間で共同研究、さらに名古屋市立大学との間でも共同研究を進めると

いうことで。われわれも名古屋大学と同じように、東海地方の名古屋大学以外の大学との連携も、

共同研究も進める。そういう状況になっております。 
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最後に、ラクオリア イノベーションズでございます。特にこういう、希少疾患支援、創薬研究支

援、ベンチャー支援という大きな三つのカテゴリーに分かれているんですけれども。 

特にアカデミアや創薬系ベンチャーと、新しいメカニズムの共同研究に向けた協議を継続しており

ます。 

それからライフサイエンス領域のベンチャーに対して、技術開発支援、あるいは知財戦略の策定支

援を行うべく、いろんな関係構築に努めて、引き続きラクオリア イノベーションズの活動も活発

に続けております。 

以上でございます。  
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質疑応答 

 

司会：谷社長様、どうもご説明ありがとうございました。それでは質疑応答に入ります。 

なお、この IR ミーティングは質疑応答部分も含め、全文を書き起こして公開する予定です。した

がいまして、もし匿名を希望される場合は、質問される際、氏名を名乗らないようお願い申し上げ

ます。 

それではご質問、いかがでしょうか。 

オオニシ：東洋経済のオオニシです。2～3 点、聞きたいことがあるんですけれども。 

一つは HK イノエン社との、日本における共同研究といういい方をしていたと。これは今秋にめど

をつけたいというお話だったのですが、今秋に契約みたいなものに結びつくとすると、一定の一時

金みたいなものがある程度、この下期の数字の中に織り込んでいるのかどうか。 

まず 1 点目、これを聞きたいと。 

谷：共同開発ですね。これは実はいろんな形態が考えられる。それで、もしこれを日本におけるラ

イセンス、商品化権の供与ということになりますと、それの対価として当然、われわれのところに

一時金は収入が見込めることになります。 

これにつきましては一応、まだ交渉どういう形態をとるかは、実はいろいろ協議していて、流動的

なんですけれども。その中で最大公約数的な見方として、なんらかの一時金というかたちで、われ

われの収入にカウントされるであろうということで、それを一部を見込んでおります。 

これは本当に一部というか、どう動くか分かりませんので。実際の額はこんななって、こうなる

と。あるいはひょっとしたら全く、われわれが例えば開発をすると。結局のところわれわれが開発

して、イノエンのほうからサポートするということになりますと、その契約上は一時金はゼロにな

ります。 

そういうところで、まだちょっとその辺りが振れておりますので。大体、その真ん中ぐらいの数字

をとって、下期の予想にしているところです。ちょっといいにくいのですが、そういうことで。 

オオニシ：一定程度、入れているということですね。 

谷：はい。 
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オオニシ：それから二つ目なのですが、この一時的なコロナの影響で、今期を中心にして下方修正

なさったわけですけれども。基本的には認識としては、中計期間中、事業安定化フェーズというフ

ェーズに入って、営業的には黒字のフェーズに入ってくると。 

そのときに、このロイヤルティみたいなものが基本的に安定化の基盤になっていて、そういうもの

が増えてくるということだと思うのですが。 

今期とかこの計画の最終年度、いわゆるロイヤルティの収入の全体に占める比率みたいなものは、

どんなふうになってくるのか、なっている前提で組み立てられているのか。もしその辺り、分かれ

ば教えていただけないでしょうか。 

谷：河田のほうを見ておられますので、河田のほうからその辺りはお答えいたします。 

河田：河田でございます。ご質問、どうもありがとうございます。 

今期 2020 年、2021 年、2022 年の安定化収益とのことで、当然エランコ社、それから HK イノエ

ン社からのロイヤルティというのが基本になると思います。 

まずロイヤルティ部分の今期の見通しに関して、簡単にコメントさせていただきます。 

動物薬のほうは二つのプログラムがございます。GALLIPRANT と ENTYCE ということで。規模的

には GALLIPRANT が圧倒的に多いという考え方ができると思いますけれども、今期われわれ、こ

の上半期の状況を見ながら、当然エランコ社のほうにヒアリングもして、今期下期どんな状況にな

っているかということをしっかり確認しております。 

この中で、ロイヤルティですね。立てた数字でございますので、そんなに間違った数字ではないか

なと思っています。動物薬に関してはですね。 

あと HK イノエンの件に関しましては、院外処方のところ。先ほど谷のほうからもありましたけれ

ども、好調でございます。そういったところで、いくだろうという見方をしておりまして。 

今回、修正をしてしまいましたけれども、修正した数字に関してはしっかり収益として計上できる

だろうと考えております。 

割合ですが今回の修正の予算、今期の予算の比率でいいますと、大体 47%が安定的な収益でござ

います。 

来期、再来期という話に移行していくんですけれども。来期に関しては、なんで今修正するのかと

いう話も多分、いろんなところであるとは思いますけれども、現状のロイヤルティの増減率が、そ
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ういったところ、販売のボリュームでありますね。その辺をしっかり見ながら、現状をベースに来

年、再来年のロイヤルティに関して、しっかりシミュレーションをした上で挙げた数字です。 

ですので、数字が下がっているところはございますけれども、ここの部分をしっかり稼いでいける

のかなと思っています。比率的にいうと、2021 年が 48 から 49%ぐらいの比率になっていって、

2022 年には 50%を超えてきます。55 から 56 ぐらいのパーセンテージで推移していきますので。 

今おっしゃっていただいたように下方修正はいたしましたけれども、今回の中計期間中に、今期は

こういうかたちの数字になってしまいましたけれども、21 年、22 年は、しっかり安定的な収益を

織り込んだ上での黒字化といったところはしっかりやっていきたいなと思っております。 

以上でございます。ありがとうございます。 

オオニシ：三つ目、最後なのですが。コロナの影響、導出先、販売先のエランコ社とかイノエン社

の発言、説明の上で、下期は回復する前提だと思うのですが。 

実際に下期に入って 7、8 月、そこら辺の動きみたいなのを、御社のロイヤルティとか見た上で、

実際に回復の兆しって数字に表れているのでしょうか。 

谷：当然、タイムラグがありますので。今、われわれの手元にきているのは 6 月の締めの数字です

ね。7 月、8 月は当然、彼ら自身もはっきりした数字を持っているわけでは当然、まだ集計ができ

ているわけじゃないんですけれども。電話会議等で状況を聞きますと、かなり順調に回復している

というところで。 

彼ら自身は、さっきのジェフリーの発言もありましたし、それからイノエンのカンさんの発言もあ

るんですけれども、下期は彼ら、非常に強気に見ております。ちょっと上期停滞したけれども、下

期はむしろリバウンド的にどんと伸ばすんだというのが、ジェフリーないしはカン社長の発言とい

うことで。 

われわれとしても実際に売っているわけではございませんので、その発言をわれわれとしてもやは

り信頼していきたいと考えております。 

ただ皆様もよくご存知のとおり、コロナの影響はどう展開するのかは、それこそ 1 日 1 日変わって

いるような、あるいは国によって変わっているような状況なので。かなり不確実な要素を含んでい

るのは、これは皆様よくご認識いただけるかと思います。 

司会：ありがとうございました。ほかにご質問、ございますでしょうか。 

Dion：Pathology Associates の Dion です。少し英語、大丈夫ですか？。 
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：I just want to ask you about Tamibarotene Phase 2 result, that scientific. When you that 

disclose?  It will maybe ASH(American Society of Hematology) ? or another conference, another 

venue ?, firstly.                                                                                                                               

Secondly, if possible Tani-san to comment on the diagnostics. How far are you going that?  

 

谷：一応、most probably には ASH と考えております。ただ昨年も ASH であると当然、僕らは予

想していたんですけれども、フランスのほうの学会で 11 月に先行発表みたいなことがありました

ので。 

でも、今いろいろ彼らと電話会議等をやっている状況からは、most probably には in ボストン、

ASH と、その可能性が一番高いと考えております。 

それから、いわゆるこれはご存知のとおり、コンパニオンドラッグといいますか、RARαが一定の

濃度以上で存在しているものの患者が有効であると。そういうセオリーに基づいております。 

既にそういう診断薬のシステムについては、プロトタイプ的なところは既にできあがっていると。

ただそれをどうマーケットのチャネルに乗せていくかは、これはフェーズ 3 の中で決められていく

ことになると思うんですけれども。 

既にノウハウなり、これ以上の患者であればこういう反応があると。そういうデータは既にフェー

ズ 2 で確定しておりますので。それをどう商業チャネルに、あるいはいわゆる検査センターです

ね、日本でいいますと。それとどうリンクしていくかは、それこそアメリカでのフェーズ 3 の課題

になってくるかと思いますね。 

ただ、それもいろんな、これもあれですけれども、電話会議等を通じますと、彼らは非常に順調に

いっているよと。新薬、ダイアグノスティックスカンパニーとの協議は順調に進んでいるよと聞い

ております。 

司会：ありがとうございました。ほかにご質問ございませんでしょうか。 

それではご質問もないようですので、これをもちまして会社説明会を終了いたします。社長様、ど

うもありがとうございました。 

谷：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 
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脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載  
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